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神の家の建造を回復することに関するハガイの預言

聖書：エズラ ．ハガイ ． 前半5:1 1:1-14 2:7

。Ⅰ．神がこの宇宙で行なっているただ一つの事は 神の永遠の住まいを建造することです，

．わたしたちはこの思想に啓発され 完全に浸透される必要があります――創， 28:16-19

マタイ ．エペソ ．啓 ：16:18 2:21-22 21:2-3

Ａ．主の回復は，命と建造の回復です。命は神ご自身であり，建造は団体のからだにお

ける命としての神の表現です――エペソ 。4:18, 16

Ｂ．神の建造は神の心の願いであり，神の救いの目標です――出 ：25:8

１．神は彼の表現のために地上に住まいを求めています。それはキリストをもって構

成され，キリストにしたがって構成された住まいです――Ⅰペテロ ．エペソ2:5

． 。1:5, 9 2:20-22

２．神の建造は神と人のミングリング，神の団体の表現，神の拡大であり，わたした

ちの中に造り込まれて，わたしたちをその団体の表現とならせる，命としての三

一の神です――ヨハネ ． 前半． ．エペソ 前半 後半 ．Ⅰ14:20 15:4 17:22 3:17 , 19 , 21

テモテ 。3:15-16

３．神が今日行なっていることは何であれ，福音を宣べ伝えることでも，聖徒たちを

成就することでも，召会を建て上げることでも，神の建造する働きの一部です。

これらの活動は神の主要な働き，建造の働きの一部です――マタイ ．エペ16:18

ソ ．Ⅰペテロ 。2:21-22 2:5

Ｃ．神の願いは，わたしたちが神のために地上で住まいを建造することです。これはた

， ， ，だ わたしたちがこの世から解放され 神ご自身以外の何も持たないことによって

はじめて成就されることができます――出 ．詩 ．エペソ ：25:8 73:25-26 2:1-12

１．この世は神の建造に抵抗しており，神の建造はこの世に反対しています――ヨハ

ネ ．Ⅰヨハネ 。15:18 2:17

２．わたしたちは神の住まいとなるために，徹底的にこの世を知らなければならず，

この世の初歩的教えがわたしたちの中から一掃されなければなりません――ロー

マ 。12:2

Ｄ．神の住まいを建造することに関して，神と彼の敵の間に衝突，激烈な戦いがありま

す――エズラ ．マタイ ：4:1-4, 24 16:18

１．敵は神の住まいの建造が順調に進行するのを見たくありません。ですから，敵は

できる限りのことを行なって邪魔をし，妨げ，阻止し，攻撃し，破壊します。

２．すべての攻撃，反対，邪悪な語りかけの目標は，神の住まいを建造して神の目的

を成就するのを妨害することです。

Ｅ．神聖な三一の神聖な一によれば，主の忠信な追い求める者たちに対する無上で最高

の要求は，仲間の信者たちと共に建造されることです――ヨハネ第 章。17

Ｆ．神の永遠のエコノミーによれば，キリストを追い求める者の最高の美徳は，神聖な

命に共にあずかる者たちと共に建造されることです――ピリピ ．エペソ 。3:12 3:9

Ｇ．主の願いにしたがって建造された召会だけが，王国の時代に入る踏み石となること

ができます。ですから，主の再来のために，主は召会が建造されることを必要とし

ます――マタイ 。16:18-19, 27-28

ハガイの預言は エホバが彼の家の建造のために 帰還した捕囚を対処することに関Ⅱ． ， ，

してです――ハガイ ． 前半：1:1-14 2:7

Ａ．ハガイの預言の中心思想は，エホバの家の建造が，今日の神の民の繁栄と関係があ



り，復興の時代に千年王国とそのメシアが来ることと関係があります―― ．1:2, 8

．マタイ ．使徒 。2:6-9, 20-23 19:28 3:20-21

． ， ， ，Ｂ 旧約で神の家 あるいは宮は まず個人的に神の家としてのキリストの予表であり

次に団体的に神の家としての召会，からだ，拡大されたキリストの予表でした。で

すから，ハガイの預言は，わたしたち新約の信者を指しています。それは，わたし

たちがその予表の実際であるからです――ヨハネ ．Ⅰテモテ 。2:19-21 3:15

Ｃ．ハガイが，王職を代表する総督ゼルバベルと，祭司職を代表する大祭司ヨシュアに

語ったのは，彼らと民を強め励まして，神の家としての宮を再建させるためでした

――エズラ ．ハガイ 。5:1 1:1

Ｄ．自分だけを顧みて神を無視している帰還した捕囚は，自分の家を顧みて，エホバの

家を顧みませんでした( 節)。 節の「走り回る」という言葉は，民が自分の家を4 9

顧みるのに忙しかったことを示します：

１．ハガイ第 章 節は，もしわたしたちが召会を無視するなら，真の享受や満足は1 6

ないことを示しています。

２．神の家の建造を回復することに関して，わたしたちは中立であることはできませ

ん。わたしたちはまず自分の家を顧みるのであっても，まず主の家を顧みるので

あっても，絶対的でなければなりません――マタイ ．ルカ ．ピリピ6:33 9:57-62

。2:20-21

Ｅ．神の家の建造を回復するために，神の選民は霊の中で奮い立たせられ，来て，エホ

バの家の働きを行ないました――ハガイ 。1:14

Ｆ．わたしたちはみな主の命令に反応し，主イエスに占有されて，福音を宣べ伝え，新

しい信者を養い，人を顧みる働きを行ない，主の家，すなわちキリストのからだと

しての召会を建造すべきです――ヨハネ 。21:15-17

Ｇ 「わたしはすべての諸国民を揺り動かし，すべての諸国民の願いが来る」――ハガ．

イ 前半：2:7

3:1１．これはキリストを指しています。彼はすべての諸国民の願いです――マラキ

後半：

ａ．諸国民はキリストを知らなくても，なおもキリストを願っています。

ｂ．諸国民は，光，愛，喜び，義のようなものを願っています。その実際はキリス

トです。これは，彼らが無意識のうちにキリストを願っていることを意味しま

す。

２．すべての諸国民の願いであるキリストが来ることは，神の民がバビロンにおける

捕囚から帰還することと，神の家の建造を回復することにかかっています――Ⅰ

テモテ ．Ⅰペテロ 。3:15 2:5
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